
 沢城跡 発掘調査現地説明会資料 

 

 

市内飯野寺家町にある沢城跡で室町～戦国時代の城跡の発掘調査を行いました。 

 

沢城とは 

 

 14 世紀中ごろに，関氏一党である神戸盛澄によってつくられました。 

 それから，16 世紀中ごろに神戸具盛が神戸城に移るまでの約 200 年間， 

 神戸氏の居城として存在しました。 

 

発掘調査でわかったこと 

 

  築城する過程が判明しました。 

   築城の際に黒色と黄色の土を交互に積み重ねて盛り土を行っています。 

  15 世紀ごろ大規模な建て替えが行われたようです。 

   柱穴跡が確認された上にもう 1層整地された部分が発見され、 

そこから多くの土師器の皿が出土しています。 

  土師器や陶器が出土しました。 

   直径９～１２㎝の土師器皿が数多く出土しています。 

陶器には愛知県の瀬戸窯や常滑窯で焼かれた甕や鉢，碗などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    明治 20年の地籍図         沢城の築城際の範囲を示す盛土 
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沢城・神戸城に関係する年表

『興亡の歴史を秘める　神戸城跡』　

鈴鹿市教育委員会　　　より引用



 

沢城の生活面 

（きれいな黄色の土で表面を化粧し，その上から柱穴が掘りこまれています。） 

 

 

土師器皿の出土状況 

（皿がぎっしり詰まっています。） 
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